
利用者家族 ３名

地域の代表 民生委員児童委員　　１名

区・地域包括支援センター １名

その他

事業所職員 ２名

◆活動報告・活動計画

別紙「活動報告書」のとおり。

◆活動報告・計画に対する評価

◆事業所に対する要望・意見

◆要望・意見に対する事業所からの回答

◆地域・行政等からの情報提供

◆その他・特記事項

なし

開催場所

なし

なし

なし

　
【家族】介護が辛い。言っている事と行動が違うのでイライラして、つい怒ってしまう。店を閉めて、一緒に
温泉に行きたかったがアルツハイマーになり、夢も希望もなくなった。
【家族】嫁にきて、４０数年、姑のことを本当の母親のように思っている。私の体調を気にして、一番下の
娘が介護をしに来てくれるので、すごく助かっている。ショートステイを長く利用すると、歩けなくなってしま
う。３泊４日くらいがベストかと、思う。湯船に入るのは難しいので、入浴はとても助かっている。今は、夜
間の排泄が悩み。起きてトイレにいけない分でてしまう。
【家族】自分も６５歳になり、気持ちと行動が伴わなくなってきた。母も８８歳になり、とても元気で調理もし
ている。介護を始めたころにショートステイも利用したが様子が変わって帰ってくると、母からあり利用は
やめてしまった。両親を介護する気持ちでいるので、自分も体力づくりの為に父と散歩をしている。
【民生委員】私自信も介護をしていた。その時もデイサービスで様々な楽しい催しを考えてやってもらっ
た。今もまたさらに工夫して行っており、このような施設があっていいなと思う。自宅で生活できることがい
いなと、思う。
【地域包括支援センター】私どものほうに相談があった方で、当初は怒ってばかりだったが、デイサービス
に行くようになり、表情も以前と変わり、笑顔もみられ笑い声も聞かれるようになった。アプローチの仕方
や人と関わることにより、状態が変化し、とても良い例です。

　　　平成　３０　年　１　月　２６　日（　金　）　　　１４：００　～　１５：０５

大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター

（内訳）

電話番号

開催日時

出席者

　　7人

　　　大田区蒲田２-８-８　  大田区立特別養護老人ホーム蒲田　会議室
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(平成２９年度）　第２回運営推進会議実施報告書
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事業所名 認知症対応型通所介護サービスの種類


